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あ ら ま し オブ ジェクトリ レ ー ショ ナル デー タベ ー ス管 理システム を 用い て ， 研究 会の 参加登録システム を 開発した ．

デー タベ ー スに デー タの 格 納， 更新， 削除を 行う 時に XML を 用い て ， XML形式の デー タを リ レ ー ショ ナル デー タ

ベ ー スに マ ッピ ン グす る ． こ の システム で は ， ユ ー ザが XML対応ブ ラ ウ ザに よ り ， 参加登録， 登録内容照会， 登録

内容変更， 登録内容削除， パ スワ ー ド変更を 行う ． 管 理者は SQL を 用い て デー タの 管 理を 行う ． 本発表で は ， 実装経

験と 評価に つ い て 述べ る ．
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Abstract We developed a workshop registration system for a techenical workshop where over three hundred engineers or

researchers are expected to gather. The system has a RDB management system as its kernel. The Interface is Web browser

which allows to handle XML. The data inputted via the browser is transmitted to the server and forms a XML file. Then,

the system stores the XML data into the RDB. In this paper we report the requirements, design, system architecture, and

evaluation.
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1. は じ め に

近年イ ン ター ネットを 使用した サー ビ スが 増え て き て い る ．

情報検索サー ビ ス， Web ペ ー ジ検索サー ビ スなど が あ る ． そ れ

ら は 全て 以 前は 電話や フ ァ ックスを 用い て 行わ れ て い た ． 今回

研究 会の ロ ー カル ア レ ン ジメ ン ト委 員 会の 仕事の 一 環 と して 研

究 会参加登録システム を 開発した ． 本論文で は ， 2節で 研究 会

参加登録システム の 設計要求 ， 3節で 研究 会参加登録システム

の テー ブ ル 設計， 4節で 研究 会参加登録システム の 流れ ， 5 節

で 研究 会参加登録システム の 実装， 6節で 研究 会参加登録シス

テム の 評価， 7節で ま と め を 述べ る ．

2. 研究 会参加登録システム の 設計要求

こ の 章で は 要求 に 従い 設計した こ と に つ い て 述べ る ．

研究 会参加登録システム で は ， 複数の 一 覧表を 作成す る 必要

が あ る ． そ れ ら の 一 覧表（ あ る い は ， フ ァ イ ル ） は 必要な人が

違う ． 参加者一 覧表は ， 研究 会の プ ロ グラ ム 委 員 会関 係者が ，

す で に 論文を 投稿し採用が 決定した 発表者が 参加して い る か を

確 認す る た め に 必要と なる ． 宿泊者一 覧表は ， ロ ー カル ア レ ン

ジメ ン ト委 員 会関 係者が 宿泊人数を 把握 す る た め や ホ テル が 部

屋割 り を 行う た め に 必要と なる ． 支払い 金額 と 送金など の 一 覧

表は ， 財務担当者が 参加登録した 人で 支払い が 終わ っ て い ない

人に 送金を 督促す る た め に 必要と なる ．



通常の Web ペ ー ジフ ァ イ ル で の 管 理で は 登録時に HTML あ

る い は XML フ ァ イ ル を 作成し， そ の フ ァ イ ル を 読み取り ， そ

の 中か ら 各種一 覧表を 作成す る プ ロ グラ ム を 新た に 作る 必要が

あ る ． しか し， リ レ ー ショ ナル デー タベ ー スを 使え ば デー タを

格 納し SQL を 用い て 一 覧表を 作成す る こ と が 非常に 容易 で あ

る ． そ の た め ， こ の システム で は 中核 に リ レ ー ショ ナル デー タ

ベ ー スを 用い る 設計と した ．

リ レ ー ショ ナル デー タベ ー スを 用い る 為 に は ， ユ ー ザが 参加

登録す る 時ど の よ う なイ ン タフ ェー スを 使う か が 問題に なる ．

一 般的なブ ラ ウ ザを 使用せ ず に ユ ー ザイ ン タフ ェー スを 作成し

た と す る ． す る と 参加登録した い 人に そ の イ ン タフ ェー スを 各

自ダウ ン ロ ー ドして も ら い 登録作業を して も ら う こ と に なる ．

こ れ は 不特定多数の 参加登録者を 想定した 今回の よ う な場合に

は 不可能で は ない が 実際的で は ない ． そ こ で Web ブ ラ ウ ザを

使用した 登録方法を 用い る こ と に した ． ユ ー ザイ ン タフ ェー ス

は Web ブ ラ ウ ザで 表示で き る ． 参加登録した い 人は ， Web ブ

ラ ウ ザと Web に 接続で き る 環 境が あ れ ば 参加登録の 為 の 環 境

が 整う ． Web ブ ラ ウ ザで は ， HTML と XML [1,2,3] と い う ２ つ

の 形式を 使用で き る ．

リ レ ー ショ ナル デー タベ ー スの デー タの 処理で は ， SQL を

使用す る ． しか し， SQL を 使用す る た め に は 何ら か の イ ン タ

フ ェー スを 介す る 必要が あ る ． イ ン タフ ェー スと して ， 対話型

イ ン タフ ェー ス， XML イ ン タフ ェー スなど が 挙げ ら れ る ． こ

の システム で は ， XML イ ン タフ ェー スを 利用した ． こ れ は ど

ち ら も XML を 使用す る こ と で Web ブ ラ ウ ザか ら の デー タを

XML に 変換 し XML イ ン タフ ェー スを 介して リ レ ー ショ ナル

デー タベ ー スに 格 納す る こ と が で き る ． そ の た め ， リ レ ー ショ

ナル デー タベ ー スは XML イ ン タフ ェー スを 備え た も の を 選ぶ

必要が あ る ．

XML イ ン タフ ェー スを 備え た リ レ ー ショ ナル デー タベ ー ス

は 複数存在す る ． XRel [7], XMLPGSQL [8], HITACHI HiRDB

version 7 [6]（ 以 下 HiRDB と す る ） など が 挙げ ら れ る ． XRel,

XMLPGSQL は ， XML を 格 納す る 為 の テー ブ ル は 始め か ら 決

ま っ て お り ， タップ ル と して XML の ノ ー ドの 要素， 並び ， Path

など を 格 納す る ． HiRDB で は ， XML を 格 納す る 為 の テー ブ ル

は ， ど の よ う なも の で も よ く ， タップ ル と して ， ノ ー ドの 要素

を 格 納す る ． つ ま り ， HiRDB で は テー ブ ル の 設計と 格 納など の

トラ ン ザクショ ン の プ ロ グラ ム の 開発を 独立して 行う こ と が で

き ， そ れ ぞ れ が 終了した 後， プ ロ グラ ム か ら ど の よ う に デー タ

を 処理す る か 決め る こ と が 出来る ． そ こ で リ レ ー ショ ナル デー

タベ ー スと して HiRDB を 選択した ．

システム を 稼動さ せ る 上で ポ イ ン トと なる の は ， ユ ー ザか ら

の 問い 合わ せ に ロ ー カル ア レ ン ジメ ン ト責任者が 迅速に 対応で

き る こ と と システム の 障害で あ る ． た と え ば ， ユ ー ザが 数度変

更を 行っ て お り ， 変更を ど の よ う に 行っ た か わ か ら なく なっ た

場合， 履歴を と っ て お く こ と で 対応で き る と 考え る ． ま た ， 企

業の 人が 参加す る 場合， 入金時の 振込名義 人が 会社名の こ と が

あ る ． そ の 場合， 管 理者が 参加者の 所属を 調べ る こ と で 対応で

き る よ う に した ． システム の 障害に 対して は ， リ レ ー ショ ナル

デー タベ ー スを 使用す る こ と で 対処す る ． デー タの バ ックア ッ

プ は リ レ ー ショ ナル デー タベ ー ス付属ツー ル を 使用し 10 分ご

と に 行う ．

3. テー ブ ル の 設計

我々 は ， 前節の 要求 を 満た す 為 の ６ つ の テー ブ ル を 作成した ．
� 登録（ 図 1）
� 登録キャ ン セル （ 図 2）
� 宿泊関 連（ 図 3）
� 宿泊関 連履歴（ 図 4）
� 返金（ 図 5）
� 送金履歴（ 図 6）

ユ ー ザが 登録を 行う と 登録内容の う ち ， 金銭に 関 係ない も の

は テー ブ ル 「 登録」 に ， 金銭に 関 係す る も の は テー ブ ル 「 宿泊関

連」 に 格 納す る ． ユ ー ザが 登録した 内容の 変更を 行う と ， テー

ブ ル 「 宿泊関 連」 に 格 納して い る そ の ユ ー ザの タップ ル と 同じ

内容の も の を テー ブ ル 「 宿泊関 連履歴」 に 格 納す る ． 格 納した

後， テー ブ ル 「 登録」 ，「 宿泊関 連」 に 変更した 内容を 格 納す る ．

ユ ー ザが 登録した 内容の 削除を 行う と ， テー ブ ル 「 登録」 ，「 宿

泊関 連」 に 格 納して い る そ の ユ ー ザの タップ ル と 同じ 内容の も

の を そ れ ぞ れ テー ブ ル 「 登録キャ ン セル 」 ，「 宿泊関 連履歴」 に

格 納す る ． ユ ー ザが 登録を 削除した 時点で す で に こ ち ら に 送金

して い た 場合， 送金さ れ た お 金を そ の ユ ー ザに 返金す る 必要が

あ る ． そ の た め ， 削除の と き に 返金に 必要な内容を 入力して も

ら い ， そ の 内容を テー ブ ル 「 返金」 に 格 納す る ． ユ ー ザか ら 指

定口座に 送金さ れ て き た 場合， 管 理者は 銀行か ら の 通知を 基 に

通帳に 書か れ た 内容を テー ブ ル 「 入金履歴」 に 格 納す る ． テー

ブ ル 「 登録」 ，「 宿泊関 連」 ，「 登録キャ ン セル 」 ，「 宿泊関 連履歴」

の 属性「 登録日」 ，「 登録時刻」 は 登録を 行っ た 日時を 格 納す る ．

テー ブ ル 「 登録」 ，「 宿泊関 連」 ，「 登録キャ ン セル 」 の 属性「 変更

日」 ，「 変更時刻」 に 最後に 変更を 行っ た 日時を 格 納す る ． テー

ブ ル 「 宿泊関 連履歴」 の 属性「 変更日」 ，「 変更時刻」 に は ， 内

容変更， 内容削除を 行っ た 日時を 格 納す る ．

登録内容変更の と き に テー ブ ル 「 宿泊関 連履歴」 に ， 登録内

容削除の と き に テー ブ ル 「 登録キャ ン セル 」 ，「 宿泊関 連履歴」

に 金銭に 関 係す る 変更の 履歴を 残す こ と で 金銭に 関 係す る 問い

合わ せ に 対応で き る よ う に した ． こ れ ら に よ り ， 同一 人物の 変

更履歴を 追跡す る こ と が 可能に なる ．

4. 処理の 流れ

新規 登録， 登録内容照会， 登録内容変更， 登録内容削除， パ

スワ ー ド変更の 流れ は 図 7 に 示す ． 四角は 画面を 表し， 矢印 は

ボ タン ， リ ン クを クリ ックした 時の 流れ を 表す ．

新規 登録の 流れ は 次の よ う に なる ． ユ ー ザは 研究 会参加登録

システム トップ ペ ー ジで 「 参加登録ペ ー ジ」 を クリ ックし新規

登録画面に 進む ． 新規 登録画面で 入力フ ォー ム に 内容を 記 入し，

「 登録内容確 認画面へ 進む 」 を クリ ックし， 登録内容確 認画面

に 進む ． 新規 登録画面で システム が 意 図しない 入力が あ っ た 場

合， 登録内容確 認画面で メ ッセー ジを 表示す る ． 登録内容確 認

画面で ユ ー ザが 入力した 内容で 変更した い と 思っ た 部分を 変更

す る ． ま た ， メ ッセー ジが 表示さ れ た 部分を メ ッセー ジに あ わ



create table ”登録”(

”カナ姓” nvarchar(20) not null,

”カナ名” nvarchar(20) not null,

”漢 字姓” nvarchar(20),

”漢 字名” nvarchar(20),

”ア ル フ ァ ベ ット姓” varchar(40),

”ア ル フ ァ ベ ット名” varchar(40),

”性別” nchar(1) not null, /* ”男”, ”女” */

”所属” nvarchar(50) not null, /*ネー ム プ レ ー ト用 */

”パ スワ ー ド” varchar(90) not null,

”連絡先” nchar(1) not null,

/* ”自” = ”自宅”, ”勤” = ”勤務先／ 所属研究 室” */

”連絡先詳細” nvarchar(50),

/*連絡先で 勤務先／ 所属研究 室を 選ん だ 場合の み記 入 */

”郵便番号” char(8) not null, /* 012-3456 */

”住所” nvarchar(75) not null,

”電話番号” varchar(11),

/*固定電話， ま た は 携帯電話　 0123456789, 09012345678 */

”FAX 番号” char(10), /* 0123456789 */

”電子メ ー ル ア ドレ ス” varchar(50) primary key,

”振込元銀行名” nvarchar(25), /* ??銀行??支店 */

”振込予定日” date, /* 2004-09-12 */

”振込名義 人” varchar(40),

”領収書請求 ” integer not null, /* 1 = ”要”, 0 = ”不要” */

”領収書宛 名” nvarchar(40),

/*領収書要の 場合の み　 領収書に 用い る 宛 名 */

”領収書項目” integer,

/*領収書要の 場合の み

1 = ”参加費・ 登録費込”, 0 = ”参加費・ 登録費別” */

”請求 書請求 ” integer not null, /* 1 = ”要”, 0 = ”不要” */

”請求 書宛 名” nvarchar(40),

/*請求 書要の 場合の み　 請求 書に 用い る 宛 名 */

”請求 書項目” integer,

/*請求 書要の 場合の み

1 = ”参加費・ 登録費込”, 0 = ”参加費・ 登録費別” */

”入金” nchar(1),

/* ”未” = ”未済”, ”差” = ”差異 ”, ”済” = ”済” */

”登録日” date default current date,

/* 2004-09-12登録を 行っ た 日付 */

”登録時刻” time default current time,

/* 20:00:00登録を 行っ た 日付 */

”変更日” date, /* 2004-09-12 一 番最新の 変更を 行っ た 日付 */

”変更時刻” time /* 20:00:00 一 番最新の 変更を 行っ た 日付 */

);

図 1 テー ブ ル 「 登録」

Fig. 1 Table ”登録”

せ て 変更す る ． 変更が 終了した ら 「 入力内容を 送信す る 」 を ク

リ ックす る ． 登録内容確 認画面で システム が 意 図しない 入力が

あ っ た 場合， 登録内容確 認画面に 戻り ， メ ッセー ジを 表示す る ．

そ う で ない 場合， デー タベ ー スに 内容を 格 納す る ． 格 納す る と

き ， テー ブ ル 「 登録」 の 主キー で あ る 属性「 電子メ ー ル ア ドレ

ス」 に 登録しよ う と す る 内容と 同じ 内容の も の が す で に 格 納さ

れ て い る 場合， 格 納が 失敗し， 登録内容確 認画面に 戻り ， メ ッ

/*登録を 取り 消した タップ ル だ け が 入る */

create table ”登録キャ ン セル ”(

”カナ姓” nvarchar(20),

”カナ名” nvarchar(20),

”漢 字姓” nvarchar(20),

”漢 字名” nvarchar(20),

”ア ル フ ァ ベ ット姓” varchar(40),

”ア ル フ ァ ベ ット名” varchar(40),

”性別” nchar(1), /* ”男”, ”女” */

”所属” nvarchar(100), /*ネー ム プ レ ー ト用 */

”パ スワ ー ド” varchar(90),

”連絡先” nchar(1),

/* ”自” = ”自宅”, ”勤” = ”勤務先／ 所属研究 室” */

”連絡先詳細” nvarchar(50),

”郵便番号” char(8), /* 012-3456 */

”住所” nvarchar(75),

”電話番号” varchar(11), /* 0123456789, 09012345678 */

”FAX 番号” char(10), /* 0123456789 */

”電子メ ー ル ア ドレ ス” varchar(50) not null,

”振込元銀行名” nvarchar(50), /* ??銀行??支店 */

”振込予定日” date, /* 2004-09-12 */

”振込名義 人” varchar(40),

”領収書請求 ” integer not null, /* 1 = ”要”, 0 = ”不要” */

”領収書宛 名” nvarchar(40),

/*領収書要の 場合の み　 領収書に 用い る 宛 名 */

”領収書項目” integer,

/*領収書要の 場合の み

1 = ”参加費・ 登録費込”, 0 = ”参加費・ 登録費別” */

”請求 書請求 ” integer not null,

/* 1 = ”要”, 0 = ”不要” */

”請求 書宛 名” nvarchar(40),

/*請求 書要の 場合の み　 請求 書に 用い る 宛 名 */

”請求 書項目” integer,

/*領収書要の 場合の み

1 = ”参加費・ 登録費込”, 0 = ”参加費・ 登録費別” */

”入金” nchar(1),

/* ”未” = ”未済”, ”差” = ”差異 ”, ”済” = ”済” */

”キャ ン セル 日”

date default current date,

/* 2004-09-12キャ ン セル を 行っ た 日付 */

”キャ ン セル 時刻” time default current time,

/* 20:00:00キャ ン セル を 行っ た 時刻 */

”登録日” date, /* 2004-09-12登録を 行っ た 日付 */

”登録時刻” time, /* 20:00:00登録を 行っ た 日付 */

”変更日” date, /* 2004-09-12 一 番最新の 変更を 行っ た 日付 */

”変更時刻” time /* 20:00:00 一 番最新の 変更を 行っ た 日付 */

);

図 2 テー ブ ル 「 登録キャ ン セル 」

Fig. 2 Table ”登録キャ ン セル ”

セー ジを 表示す る ． そ う で ない 場合， 格 納が 成功し， 登録に 使

用した 電子メ ー ル ア ドレ スに メ ー ル が 届き ， 参加登録完 了画面

に 進む ． 参加登録完 了画面で は ，「 トップ ペ ー ジに 戻る 」 を ク

リ ックし研究 会参加登録システム トップ ペ ー ジに 戻る か ，「 参加

登録画面に 戻る 」 を クリ ックし新規 登録画面に 戻る か ，「 登録内



/*宿泊・ 昼食・ 懇親会・ 送迎バ ス

など お 金が か か わ る も の が 入る テー ブ ル */

create table ”宿泊関 連”(

”カナ姓” nvarchar(20) not null,

”カナ名” nvarchar(20) not null,

”漢 字姓” nvarchar(20),

”漢 字名” nvarchar(20),

”電子メ ー ル ア ドレ ス” varchar(50) primary key,

”区分” integer not null,

”会員 番号” VARCHAR(10), /*会員 番号 */

”宿泊 2 月 28 日” integer not null,

/* 1 = ”宿泊す る ”, 0 = ”宿泊しない ” */

”宿泊 3 月 1 日” integer not null,

/* 1 = ”宿泊す る ”, 0 = ”宿泊しない ” */

”宿泊日数” integer not null,

”懇親会” integer not null,

/* 1 = ”参加す る ”, 0 = ”参加しない ” */

”昼食 2 月 28 日” integer not null,

/* 1 = ”必要”, 0 = ”不要” */

”昼食 3 月 1 日” integer not null,

/* 1 = ”必要”, 0 = ”不要” */

”昼食 3 月 2 日” integer not null,

/* 1 = ”必要”, 0 = ”不要” */

”昼食数” integer not null,

”バ ス往路出発地” nchar(1) not null,

”バ ス復路到着地” nchar(1) not null,

”合計金額 ” integer not null,

”登録日” date default current date,

/*初め て 登録した 時の 日付 */

”登録時刻” time default current time,

/*初め て 登録した 時の 時刻 */

”変更日” date,

/* 一 度も 変更さ れ ない と き は NULL値が 入っ て い る */

”変更時刻” time

/* 一 度も 変更さ れ ない と き は NULL値が 入っ て い る */

);

図 3 テー ブ ル 「 宿泊関 連」

Fig. 3 Table ”宿泊関 連”

容を 引 き 続き 使用し登録す る 」 を クリ ックし登録した 登録内容

を す で に 入力した 状態の 登録内容確 認画面に 進む か ， が で き る ．

ユ ー ザに 送ら れ る メ ー ル の 内容は ， パ スワ ー ドと ， 登録内容照

会， 登録内容変更， 登録内容削除の URL と ， パ スワ ー ド変更

の URL と 料金の 詳細と 入金口座番号で あ る ．

登録内容照会， 登録内容変更， 登録内容削除の 流れ は 次の よ

う に 処理さ れ る ． ユ ー ザは 研究 会参加登録システム トップ ペ ー

ジで 「 内容照会ペ ー ジ」 を クリ ックす る か ， 登録を 行っ た と き

の メ ー ル に 書か れ て い る 登録内容照会， 登録内容変更， 登録内

容削除の URL を 使用して 登録内容照会フ ォー ム 画面へ 進む ．

登録内容照会フ ォー ム 画面で は ， 新規 登録に 利用した 電子メ ー

ル ア ドレ スと 新規 登録完 了時に 送ら れ て き た メ ー ル の 中に 書

か れ て い る パ スワ ー ドを 入力フ ォー ム に 記 入し「 ロ グイ ン 」 を

クリ ックす る ． 入力フ ォー ム に 記 入さ れ た 内容が テー ブ ル 「 登

/*宿泊・ 昼食・ 懇親会・ 送迎バ ス

など お 金が か か わ る も の の 履歴が 入る テー ブ ル */

create table ”宿泊関 連履歴”(

”カナ姓” nvarchar(20) not null,

”カナ名” nvarchar(20) not null,

”漢 字姓” nvarchar(20),

”漢 字名” nvarchar(20),

”電子メ ー ル ア ドレ ス” varchar(50) not null,

”区分” integer not null,

”会員 番号” VARCHAR(10), /*会員 番号 */

”宿泊 2 月 28 日” integer not null,

/* 1 = ”宿泊す る ”, 0 = ”宿泊しない ” */

”宿泊 3 月 1 日” integer not null,

/* 1 = ”宿泊す る ”, 0 = ”宿泊しない ” */

”宿泊日数” integer not null,

”懇親会” integer not null,

/* 1 = ”参加す る ”, 0 = ”参加しない ” */

”昼食 2 月 28 日” integer not null,

/* 1 = ”必要”, 0 = ”不要” */

”昼食 3 月 1 日” integer not null,

/* 1 = ”必要”, 0 = ”不要” */

”昼食 3 月 2 日” integer not null,

/* 1 = ”必要”, 0 = ”不要” */

”昼食数” integer not null,

”バ ス往路出発地” nchar(1) not null,

”バ ス復路到着地” nchar(1) not null,

”合計金額 ” integer not null,

”登録日” date default current date,

/*初め て 登録した 時の 日付 */

”登録時刻” time default current time,

/*初め て 登録した 時の 時刻 */

”変更日” date,

/* 一 度も 変更さ れ ない と き は NULL値が 入っ て い る */

”変更時刻” time,

/* 一 度も 変更さ れ ない と き は NULL値が 入っ て い る */

”キャ ン セル ” integer

);

図 4 テー ブ ル 「 宿泊関 連履歴」

Fig. 4 Table ”宿泊関 連履歴”

録」 の 属性「 電子メ ー ル ア ドレ ス」 と 同じ も の が ない 場合か 同

じ も の が あ る が 属性「 パ スワ ー ド」 が 一 致しない 場合は ， 登録

内容照会フ ォー ム 画面に 戻り そ の 旨の メ ッセー ジ表示す る ． 入

力フ ォー ム に 記 入さ れ た 内容が テー ブ ル 「 登録」 の 属性「 電子

メ ー ル ア ドレ ス」 と 同じ も の が あ り そ の タップ ル の 属性「 パ ス

ワ ー ド」 と 一 致した 場合， 登録内容照会画面に 進む ． 登録内容

照会が 目的なら 登録内容照会画面を 確 認し「 ロ グア ウ ト」 を

クリ ックしロ グア ウ トす る ． 登録内容変更が 目的なら 「 変更す

る 」 を クリ ックし， 登録内容変更フ ォー ム 画面に 進む ． 登録内

容削除が 目的なら 「 削除す る 」 を クリ ックし， 登録内容削除確

認画面に 進む ． 登録内容変更フ ォー ム 画面で は ， 変更した い 内

容を 記 入し「 変更確 認画面へ 進む 」 を クリ ックし， 登録内容変

更確 認画面を 表示す る ． システム が 意 図しない 内容が あ っ た 場

合は ， 登録内容変更確 認画面を 表示す る 際に そ の 旨を メ ッセー



create table ”返金”(

”カナ姓” nvarchar(20) not null,

”カナ名” nvarchar(20) not null,

”漢 字姓” nvarchar(20),

”漢 字名” nvarchar(20),

”電子メ ー ル ア ドレ ス” varchar(50) not null,

”振込先銀行名” nvarchar(50),

/* 記 入時は 振込． 未記 入時手渡し */

”口座種類” nchar(1),

/* ”普” = ”普通預金”, ”当” = ”当座預金” */

”口座番号” varchar(50), /*口座番号 */

”口座名” varchar(50), /*口座名 */

”返金金額 ” integer not null, /* マ イ ナス金額 は 返還 */

”返金完 了日” date /* お 金を 返還 ， 支払い 終わ っ た 日付 */

);

図 5 テー ブ ル 「 返金」

Fig. 5 Table ”返金”

create table ”送金履歴”(

”カナ姓” nvarchar(20) not null,

”カナ名” nvarchar(20) not null,

”漢 字姓” nvarchar(20),

”漢 字名” nvarchar(20),

”電子メ ー ル ア ドレ ス” varchar(50) not null,

”振込名義 人” varchar(40) not null,

/*通帳に 書か れ た 振込名義 人 */

”振込元銀行名” nvarchar(50),

/*振込名義 人と 金額 だ け で 個人を 特定で き ない 場合， 銀行に

問い 合わ せ を して 振込元銀行名を 入れ る ．

そ う で ない 場合は ， NULL値が 入る */

”受領金額 ” integer not null, /* */

”受領日” date not null, /*通帳に 書い て あ る 日付 */

”受領確 認日” date, /* 2004-09-12 管 理者が 確 認した 日付 */

”受領確 認時刻” time, /* 20:00:00 管 理者が 確 認した 時刻 */

”受領確 認番号” float

/*受領日は 整数を 入れ る ．

記 入ミ スが 生じ た 時の み少数を 使用す る */

);

図 6 テー ブ ル 「 送金履歴」

Fig. 6 Table ”送金履歴”

ジ表示す る ． 登録内容変更確 認画面で 内容を 確 認， 変更し「 変

更内容を 変更す る 」 を クリ ックす る ． システム が 意 図しない 内

容が あ っ た 場合は ， 登録内容変更確 認画面に 戻り メ ッセー ジを

表示す る ． そ う で ない 場合は ， 登録内容変更終了画面に 進む ．

登録内容変更終了画面で は ， こ れ 以 上作業を す る 必要が なけ れ

ば 「 ロ グア ウ トす る 」 を クリ ックしロ グア ウ ト画面へ 進み変更

作業を 終了す る ． 登録内容を 照会した い 場合は 「 内容照会画面

に 戻る 」 を クリ ックして 登録内容照会画面に 戻る ． さ ら に 登録

内容を 変更した い 場合は ，「 さ ら に 変更す る 」 を クリ ックして 登

録内容変更フ ォー ム 画面へ 進む ． 登録内容削除確 認画面で は ，

す で に 入金した 場合は 返金用の 入力フ ォー ム に 内容を 入力して

「 削除す る 」 を クリ ックして 登録内容削除確 認（ 振込先確 認） 画

面へ 進む ． 入金は して い ない 場合は 「 削除す る 」 を クリ ックし

て 登録内容削除終了画面へ 進む ． 登録内容削除確 認（ 振込先確

認） 画面を 表示す る 時， 返金の た め の 内容に 不備が あ る 場合は ，

メ ッセー ジを 表示す る ． 登録内容削除確 認（ 振込先確 認） 画面

で は ， 返金の 為 の 内容を 確 認， 変更し「 削除す る 」 を クリ ック

す る ． システム が 意 図しない 内容が あ る 場合は 登録内容削除確

認（ 振込先確 認） 画面に 戻り メ ッセー ジを 表示し， そ う で ない

場合は ， 登録内容削除終了画面に 行く ． 登録内容削除終了画面

で は ，「 トップ ペ ー ジへ 戻る 」 を クリ ックして トップ ペ ー ジに 戻

る ． 登録内容変更終了画面を 表示す る と 同時に メ ー ル が 届く ．

そ の メ ー ル の 内容は ， パ スワ ー ドと ， 登録内容照会， 登録内容

変更， 登録内容削除の URL と ， パ スワ ー ド変更の URL と 料金

の 詳細で あ る ． 登録内容削除終了画面で は ， 参加登録が 削除さ

れ た 旨が 書か れ て い る ．

パ スワ ー ド変更に つ い て 説明す る ． ユ ー ザは 参加登録完 了画

面， 登録内容変更終了画面が 表示さ れ る 時に 送ら れ る メ ー ル に

書か れ て い る パ スワ ー ド変更の URL を 使用して パ スワ ー ド変

更画面へ 進む ． パ スワ ー ド変更画面で は ， 登録に 使用した 電子

メ ー ル ア ドレ ス， メ ー ル に 書か れ て い る パ スワ ー ド， 新しい パ

スワ ー ドの ３ つ の 内容を 書き 込む ． 内容を 書き 込ん だ ら 「 パ ス

ワ ー ド変更」 を クリ ックす る ． テー ブ ル 「 登録」 の 属性「 電子

メ ー ル ア ドレ ス」 に 入力した 電子メ ー ル ア ドレ スが 格 納さ れ て

い ない 場合， テー ブ ル 「 登録」 の 属性「 電子メ ー ル ア ドレ ス」

に 入力した 電子メ ー ル ア ドレ スが 格 納さ れ て い る が ， そ の タッ

プ ル の 属性「 パ スワ ー ド」 と 入力した パ スワ ー ドが 一 致しない

場合， あ る い は パ スワ ー ドと 新しい パ スワ ー ドが 一 致す る 場合

の い ず れ か の 時， 新しい パ スワ ー ドと 新しい パ スワ ー ド（ 確 認

用） が 一 致しない 場合は パ スワ ー ド変更画面に 戻り メ ッセー ジ

を 表示す る ． そ れ 以 外の 場合は ， パ スワ ー ド変更完 了画面へ 進

みパ スワ ー ド変更が 完 了す る ． そ の と き 同時に 新た なメ ー ル が

送ら れ る ．

5. 研究 会参加登録システム の 実装

我々 は ， Webサー バ ， Java servletコン テナ， リ レ ー ショ ナル

デー タベ ー スを 用い て 研究 会参加登録システム を 実装した ． Java

servletコン テナは Webサー バ か ら デー タを 受け 取り リ レ ー ショ

ナル デー タベ ー スに デー タを 格 納す る 為 に 必要で あ る ． 環 境は

以 下で あ る ．

Webサー バ ： Apache 2.0.52 [4]

Java servletコン テナ： Apache Jakarta Tomcat 5.0.28 [5]

リ レ ー ショ ナル デー タベ ー ス： HiRDB

Webサー バ 用マ シン OS ： Solaris 9

Java servletコン テナ， リ レ ー ショ ナル デー タベ ー ス用マ シン OS

： Windows 2000 server

実際の 画面を 図 8,図 9,図 10, に 示す ．

HiRDB に お け る XML 形式の デー タの 処理法を 説明す る ．

XML形式の デー タの 処理を す る に は ， 次の 手順で 行う ．

（ 1 ） 格 納す る XML フ ァ イ ル を 作成

（ 2 ） XMLデー タマ ッピ ン グに 必要な次の フ ァ イ ル を 作成
� xms フ ァ イ ル : マ ッピ ン グセット定義
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図 7 新規 登録， 登録内容照会， 登録内容変更， 登録内容削除， パ スワ ー ド変更の 流れ 図

Fig. 7 Flow of web pages

図 8 研究 会参加登録トップ ペ ー ジ

Fig. 8 Toppage of registration

� xmp フ ァ イ ル : マ ッピ ン グ定義
� dtd フ ァ イ ル : マ ッピ ン グ元 XMLタグ定義
� tdf フ ァ イ ル : マ ッピ ン グ先テー ブ ル 定義
� vdf フ ァ イ ル : ビ ュ ー 定義

（ 3 ） XML を 処理す る 為 の Java プ ロ グラ ム を 作成

XMLデー タマ ッピ ン グで は ， XML中の デー タを デー タベ ー

スの 各属性に 対応付け る ． HiRDB で は ， 任意 の テー ブ ル の 任

意 の 属性に XMLデー タマ ッピ ン グを 行う こ と が 出来る ． xms

フ ァ イ ル で は ， xmp フ ァ イ ル の パ スを 記 述す る ． xmp フ ァ イ

ル で は ， dtd フ ァ イ ル の パ ス， vdf フ ァ イ ル の パ スを 記 述す る ．

xmp フ ァ イ ル で xml の タグと デー タベ ー スの 属性を 結び つ け

図 9 新規 登録フ ォー ム 画面

Fig. 9 New registration form

る ． dtd フ ァ イ ル で は ， XML の 形式を 記 述す る も の ． tdf フ ァ

イ ル で は ， マ ッピ ン グを 行う デー タベ ー スの テー ブ ル の 定義 を

書く ． vdf フ ァ イ ル で は ， tdf フ ァ イ ル の パ スを 記 述し， そ の tdf

フ ァ イ ル で 宣言した デー タベ ー スの テー ブ ル の 属性の 中で マ ッ

ピ ン グした い 属性だ け を 指定す る ． 複数の テー ブ ル の 外部キー

を 設定す る 時も vdf フ ァ イ ル で 定義 す る ．

テー ブ ル 「 返金」 に 格 納す る XML フ ァ イ ル ， そ の た め の

XML デー タマ ッピ ン グに 必要な dtd フ ァ イ ル ， vdf フ ァ イ ル ，

tdf フ ァ イ ル ， XML フ ァ イ ル の デー タを テー ブ ル 「 返金」 に 格

納した 時の タップ ル の 例を 図 11, 12, 13, 14,表 1 に 示す ．



表 1 XML フ ァ イ ル 格 納後の タップ ル

Table 1 Tupple to be inserted data in database

カナ姓 カナ名 漢 字姓 漢 字名 電子メ ー ル ア ドレ ス 振込先銀行名 口座種類 口座番号 口座名 返金金額 返金完 了日

ア ベ トモ タカ 安 部 智孝 abetomo@ 福岡銀行 普 010101 安 部 15150 NULL

db.is.kyushu-u.ac.jp 六本松店 トモ タカ

図 10 登録内容確 認画面（ エラ ー メ ッセー ジ表示）

Fig. 10 Error message form

6. 評 価

システム 開発は ， ２ 人で 行っ た ． 開発期 間 は ， ９月か ら １２

月の ４ヶ 月間 で あ る ． 開発時間 は ， 約２ ５６ 時間 で あ る ．

負荷テストを ２ 度行っ た ． ど ち ら の テストも ３ ０分間 で 行っ

た ． テスト１度目は ， 研究 室内か ら の み行っ た ． 人数は １５人

で あ る ． テスト２ 度目は ， 研究 室内， 東京， 大阪など か ら 行っ

た ． 人数は ， ３ ０人で あ る ． こ の ２ 度の テストで 本システム は

問題なく 動作す る こ と を 確 認した ．

本システム は ２ ００５年１月１７ 日 (月) か ら ２ 月１５日 (火)

１７ 時ま で 実際に 稼働した ． こ れ は 論文投稿終了後か ら ホ テル

へ の 宿泊者数通知ま で の 間 で あ る ． 登録回数、 キャ ン セル 回数、

変更回数の グラ フ を 図 15 に 示す . 採否通知は ２ 月９日 (水) の

た め ， 参加登録の ピ ー クは ２ 月１０日 (木)前後と 考え て い た ．

２ 月１０日 (木) は , そ れ ま で の 稼働日に 比べ 登録回数が 最大で

あ っ た . しか し、 実際の ピ ー クは , 〆 切前日と 当日で あ っ た . ２

月１４日は ５６ , ２ 月１５日は ６ ０で あ っ た . 特に ,１５日午前

は ３ ０,１５日午後は ３ ０で あ っ た .

7. ま と め

我々 は ， 研究 会参加登録システム の 設計， 実装を 行っ た ． 要

求 に 従い ， 種々 トラ ブ ル 回避を 考慮しシステム を 開発した ． 実

際に テストを 行っ た と こ ろ ， 問題なく 動作した ． 1月 17日か ら

約一 ヶ 月間 稼動さ せ 評価す る 予定で あ る ． 評価結果は 研究 会で

報告す る 予定で あ る ．

謝辞 本論文作成に あ た り ，「 日立 HiRDB ア カデミ ック支援

プ ロ グラ ム 」 に 参加さ せ て い た だ い た 株式会社日立製作所様

に 感 謝致しま す ． ま た ， 実装した システム の テストに ご 協力く

だ さ い ま した 皆様に 感 謝致しま す ． 本研究 の 一 部は 、 日本学術

＜ ?xml version=”1.0” encoding=”Shift JIS”?＞

＜ !DOCTYPE参加登録

SYSTEM ”../registration returnmoney.dtd”＞

＜ 参加登録＞

＜ 参加者情報＞

＜ 個人＞

＜ 名前＞

＜ カタカナ＞

＜ カナ姓＞ ア ベ ＜ /カナ姓＞

＜ カナ名＞ トモ タカ＜ /カナ名＞

＜ /カタカナ＞

＜ 漢 字＞

＜ 漢 字姓＞ 安 部＜ /漢 字姓＞

＜ 漢 字名＞ 智孝＜ /漢 字名＞

＜ /漢 字＞

＜ /名前＞

＜ /個人＞

＜ 電子メ ー ル ア ドレ ス＞ abetomo@db.is.kyushu-u.ac.jp

＜ /電子メ ー ル ア ドレ ス＞

＜ /参加者情報＞

＜ 返金＞

＜ 振込先銀行名＞ 福岡銀行六本松店＜ /振込先銀行名＞

＜ 口座種類＞ 普＜ /口座種類＞

＜ 口座番号＞ 010101 ＜ /口座番号＞

＜ 口座名＞ 安 部トモ タカ＜ /口座名＞

＜ 返金金額 ＞ 15150 ＜ /返金金額 ＞

＜ /返金＞

＜ /参加登録＞

図 11 格 納す る XML フ ァ イ ル

Fig. 11 XML file data for the tuple to inserted

振興会科学研究 費補助金課題番号 15650017,(A)(2)16200005 に

よ る 。
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＜ ?xml version=”1.0” encoding=”Shift JIS”?＞

＜ !ELEMENT参加登録 (参加者情報,返金) ＞

＜ !ELEMENT参加者情報 (個人,電子メ ー ル ア ドレ ス) ＞

＜ !ELEMENT個人 (名前) ＞

＜ !ELEMENT名前 (カタカナ, 漢 字) ＞

＜ !ELEMENTカタカナ (カナ姓,カナ名) ＞

＜ !ELEMENTカナ姓 (#PCDATA) ＞

＜ !ELEMENTカナ名 (#PCDATA) ＞

＜ !ELEMENT 漢 字 (漢 字姓, 漢 字名) ＞

＜ !ELEMENT 漢 字姓 (#PCDATA) ＞

＜ !ELEMENT 漢 字名 (#PCDATA) ＞

＜ !ELEMENT電子メ ー ル ア ドレ ス (#PCDATA) ＞

＜ !ELEMENT返金 (振込先銀行名,口座種類,

口座番号,口座名,返金金額 ) ＞

＜ !ELEMENT振込先銀行名 (#PCDATA) ＞

＜ !ELEMENT口座種類 (#PCDATA) ＞

＜ !ELEMENT口座番号 (#PCDATA) ＞

＜ !ELEMENT口座名 (#PCDATA) ＞

＜ !ELEMENT返金金額 (#PCDATA) ＞

図 12 XMLデー タマ ッピ ン グ用の DTD フ ァ イ ル

Fig. 12 DTD file to mapped data in database

＜ ?xml version=”1.0” encoding=”Shift JIS”?＞

＜ viewdef tableDef=”registration returnmoney.tdf”＞

＜ entityList ＞

＜ entity name=”返金”＞

＜ column name=”カナ姓”/＞ ＜ !–カナ名 –＞

＜ column name=”カナ名”/＞ ＜ !–カナ姓 –＞

＜ column name=”漢 字姓”/＞ ＜ !– 漢 字名 –＞

＜ column name=”漢 字名”/＞ ＜ !– 漢 字姓 –＞

＜ column name=”電子メ ー ル ア ドレ ス”

isPrimaryKey=”yes”/＞

＜ column name=”振込先銀行名”/＞

＜ column name=”口座種類”/＞

＜ column name=”口座番号”/＞

＜ column name=”口座名”/＞

＜ column name=”返金金額 ”/＞

＜ /entity ＞

＜ /entityList ＞

＜ relationList ＞

＜ table name=”返金”＞

＜ /table ＞

＜ /relationList ＞

＜ /viewdef ＞

図 13 XMLデー タマ ッピ ン グ用の VDF フ ァ イ ル

Fig. 13 VDF file to mapped data in database

[8] 油井 誠， 森嶋厚行: PostgreSQL を 用い た 多機 能な XMLデー タ
ベ ー ス環 境の 構築,情報処理学会論文誌： デー タベ ー ス, Vol. 44,
No. SIG 12(TOD 19), pp. 11-22, Sep. 2003

＜ ?xml version=”1.0” encoding=”Shift JIS”?＞

＜ database dbms=”HiRDB” version=”07-00”

dbUrl=”http://www.hitachi.co.jp/db/

delete/registration returnmoney”＞

＜ table name=”返金”＞

＜ column name=”カナ名” type=”NVARCHAR(20)”/＞

＜ column name=”カナ姓” type=”NVARCHAR(20)”/＞

＜ column name=”漢 字姓” type=”NVARCHAR(20)”/＞

＜ column name=”漢 字名” type=”NVARCHAR(20)”/＞

＜ column name=”電子メ ー ル ア ドレ ス”

type=”VARCHAR(50)”/＞

＜ column name=”振込先銀行名”

type=”NVARCHAR(50)”/＞

＜ column name=”口座種類” type=”NCHAR(50)”/＞

＜ column name=”口座番号” type=”VARCHAR(50)”/＞

＜ column name=”口座名” type=”VARCHAR(50)”/＞

＜ column name=”返金金額 ” type=”integer”/＞

＜ column name=”返金完 了日” type=”date”/＞

＜ /table ＞

＜ /database ＞

図 14 XMLデー タマ ッピ ン グ用の TDF フ ァ イ ル

Fig. 14 TDF file to mapped data in database
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図 15 登録回数,キャ ン セル 回数,変更回数の グラ フ

Fig. 15 Error message form


